
 レースウエア
　2000年のシドニー・オリンピックにおいて、レースウエアはセ
パレートタイプが一部採用されていたが、2013年からは前開き
および前ファスナー付きの競技ウエアの使用が禁止された。これ
は、選手のユニフォーム前部がはだける姿に対して、他のスポー
ツにあるような清廉さではなく、見苦しい（美しくない）姿として映
るという指摘が相次いだため。
　現在ではワンピースタイプ、バックファスナーのウエアが一般
的となっている。
 レースナンバー
　シドニー・オリンピックではゼッケンを着用していたが、現在は
ボディマーカーシールを採用。国名や選手名は直接ユニフォー
ムに記載されている。
　エリート選手は専用のロゴシール（シーズンチャンピオン）や五
輪ロゴのボディシール（オリンピック）を付ける場合もある。また、
それまでエリートのみだったボディマーカーシールが、2014年
のITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会からエイジ選手にも
配布されるようになった。
 レース機材
　レースに関わる機材が、大会ブランディングの重要な要素と
なっている。
　例えばバイクラックは、競技性を高めるシンプルなデザインと、
大会ロゴやイメージデザインが施され大会ブランディングに一役
買っている。
　大会を彩るスポンサーバナーについては、選手の走行中に邪魔
にならない仕様にするなど配慮がなされている。
 計測の変遷　黎明期：1984～1987年
　海から上がる選手を止め、一人ひとりのレースナンバーを控
え、ストップウォッチによるタイムを表計算ソフトなどに入力して
いた。正確さ、労力、かかる時間などすべてに問題があった。
 テンキー入力：1988～1991年
　通過する選手のレースナンバーを入力するだけで、タイムが記
録される専門のプログラムが開発された。大会終了から結果発
表まで画期的に早くなったが、番号が見えにくい、入力ミス、レー
スナンバーの読み上げを間違うなどの問題が発生した。
 バーコード入力：1991～1992年
　ラミネート加工をしたバーコードを各選手に3枚持たせ、スイ

ム、バイク、ラン終了時に計測テントで回収して読み込む。選手の通
過はスムーズになったが、バーコードが濡れて読み込みができない、
途中でバーコードを落とすなど正確性に欠ける部分があった。
 TIRIS：1992～2002年
　テキサス・インスツルメンツ社の産業用計測器（家畜の管理用）

「TIRIS」を初めてスポーツに応用。反応が速く、音で選手に伝
わるため、係員と選手が双方で通過の確認ができた。
　入水、出水の管理も完璧でトライアスロンには最適だったが、
受信機と発信機（選手）が1対1でないと反応しないという欠点
も見られた。しかしスイム1,500ｍ、参加者500名規模の大会
であれば受信機が1台でも十分対応できたため、エリートの大会
でも使用されていた。現在でも使用している大会がある。
 MATRIX POWERTAG：2002～2012年
　マトリクス社がマラソン用に開発したMATRIX POWERTAG
は、日本初のスポーツ計測を目的につくられた計測チップ。本
来は防水ではないが、特殊な加工を施し初めてトライアスロン
に使用。
　計測マットの上を多数が同時に通過できるこのシステムは、自
転車に乗ったままでも計測ができる画期的なものだったが、防水
加工が自然劣化し、競技中に計測チップが壊れる事案がたびた
び起きていた。
 マイクロトーク社　J-Chip：2012年～現在
　計測チップの技術はマトリクス社と同じだが、チップが完全防水
仕様となった。LAN経由で複数のPCと同時にデータのやりとり
ができるため、リアルタイムで複雑な処理が可能に。ITU世界トラ
イアスロンシリーズ横浜大会のような、複数のメディアへのリアル
タイム配信やMC実況の要求などにも応えることが可能になった。
 ＜今後、使い捨てチップの可能性も視野に＞
　現在既に、1万人規模のマラソン大会では使い捨てが主流。
シューズに取り付けるタイプとナンバーカードの裏に張り付けるタ
イプがあるが、いずれも読み取り率が悪かったり、水に浸すことがで
きないなど、現時点では命を預かるトライアスロンには不向き。将
来、信頼性のあるものができる可能性も十分に考えられる。
　競技人口（愛好者）は年々増加傾向にあり、それに伴いウエア
や機材などもさまざまな変化を遂げている。今後、SNSやGPS
機能などITをより取り入れたサービスが大会運営を支えていくこ
とが考えられる。

2015年
トライアスロン動向
　2015年3月28日（土）に開催された「第4回トライアスロン・フォー
ラム（大会運営・ディレクターズ会議）」において、「大会運営の広がり」
をテーマにトライアスロンの動向についての発表が行われた。愛好者
の増加に伴い、トライアスロンの大会も常に変化し続けている。

　日本で初めてトライアスロンが開催された1981年から約30
年の間に、大会数、愛好者数は約60倍以上に増加。2013年に
は290大会、愛好者数は約37万5,000人を数え、右肩上がり
で成長を遂げている。

　携帯電話（スマートフォン含む）の普及率と比較すると、携帯電
話の普及率が大きく増えた2000年代初期と、スマートフォンが
普及し始めた2010年前後に愛好者数が大きく増えたというデー
タも見られた。

競技に関わる変遷

競技人口（愛好者）推移

大会運営の広がり
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南紀白浜トライアスロン大会
事前・事後調査概要
　2014年5月11日（日）に開催された南紀白浜トライア
スロン大会で質問用紙を使用した調査を実施。5月10日

（土）の競技説明会会場で用紙を配布し、その場（あるい
は競技説明会終了後）で回収。また11日の手荷物引き換
え場前でも用紙を配布し、その場で回収した。

＜質問内容例＞
 （事前）
・性別、年齢、居住地域、職業、自由裁量所得、同伴者数
など
・トライアスロンの社会化について（始めた年齢、時期、
きっかけ、ロンドン五輪の観戦経験、トライアスロンに向い
ていると感じた点、影響を受けた人など）
・現在の意識と状況（過去3年の大会参加数、練習相手、使
用用具、過去1年間でトライアスロンに使用した金額など）
・生涯スポーツとしての継続意識
・経済効果（開催地滞在中の行動、観光に使用した金額）

・大会について（参加した理由、観光動機、大会スポンサー
についてなど）
 （事後）
・サービスクオリティー（アクセス、宿泊施設、競技会場、大
会、観光など）
＜回答の一部＞
●平均年齢：42.7歳
●自由裁量所得：平均56,937円
●移動は8割弱が自家用車、97.8%が宿泊
●同伴者数：2.8人
●過去3年間の大会参加数：5.8回
●過去1年間のトライアスロン費用：475,632円
●今後の競技継続：95.6%が肯定的

ITU世界トライアスロンシリーズ
横浜大会参加者調査概要
　2014年5月16日（土）、17日（日）に開催されたITU
世界トライアスロンシリーズ横浜大会では、17日のエイジ
レース参加者を対象に調査を実施。競技説明会前に用

求められる質の高い大会
トライアスロン参加者・観戦者調査報告

　2009年から日本トライアスロン連合と早稲田大学スポーツビジネスマネジメント研究所（代表：原田宗彦）が共同で行っている
「トライアスロン参加者・観戦者調査」。6年目の2014は初開催の南紀白浜トライアスロン大会の事前・事後調査と、
2014世界トライアスロンシリーズ横浜大会の参加者、第20回日本トライアスロン選手権の観戦者の調査を実施した。
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紙を配布して終了後に回収。南紀白浜大会と同様の質問
内容に加え、
・「横浜のスポーツ」のイメージについて
・ISO20121認証について
・環境意識と環境配慮行動について
など、横浜大会に合わせた質問を加えて調査を行った。
＜回答の一部＞
●ロンドン五輪のテレビ観戦は横浜大会が80.5%

（南紀白浜大会が72.6%）
●競技開始のきっかけは競技経験が大きな要因

（横浜大会も南紀白浜大会も水泳、陸上、自転車経験の順
で影響している）

リゾート型と都市型の特性
　関西圏の観光地として地位を確立している南紀白浜で
初めて開催された南紀白浜トライアスロン大会は、レース
参加はもちろん、観光も兼ねて家族と訪れる参加者が多
かった。そのほとんどが宿泊を伴うところを見ても、リゾー
ト型トライアスロン大会としての特性が出ていると言え
る。
　また、自由裁量所得が平均56,937円、過去1年間のト
ライアスロン費用が平均475,632円と、それぞれ過去の
調査と比べ高い値を示している。さらに今後の競技継続
についても95.6%が肯定的な意見を持っており、自由裁
量所得に余裕があるリピーターが、リゾート地の初開催に
魅力を感じて参戦している様子がうかがえた。
　一方ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会は神奈
川県や東京都など開催地の横浜近郊からの参加者が多
く、滞在日数も日帰りがもっとも多い結果となった。同伴

者数も昨年より若干増えたものの、一人で参加する選手
が半数以上を占めた。レース用具を持参しても移動がし
やすく、一人でも気軽に参加できることが本大会の特性と
いえる。

トライアスロン人口増加には
　2012年に開催されたロンドン五輪のトライアスロン競
技のテレビ観戦率については前述の通りだが、経験者はこ
れを機にレースに参戦したいと考えたものの、未経験者の
競技開始のきっかけにはなっていない。
　競技開始のきっかけは、水泳や陸上の経験が元となって
いた。従って、今後は競技経験者、特に水泳経験者へのア
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プローチが有効であると考えられる。

第20回日本トライアスロン選手権
観戦者調査概要
　2014年10月26日（日）に開催された第20回日本ト
ライアスロン選手権では、観戦者の動向を調査するべく、
スイム・バイク・ラン会場周辺で質問用紙を配布した。
＜質問内容例＞
・性別、年齢、居住地域、職業、自由裁量所得、同伴者など
・観戦における3種目の特性（一番面白い種目・面白くない
種目、トライアスロン以外に観戦するスポーツ）
・観戦理由（過去のスポーツ経験なども含む）
・観戦の動機・満足度（再観戦の意思など）
・トライアスロンの認知
・認知したスポンサー
＜回答例＞
●「パフォーマンス」が特に強い観戦動機
●「トライアスロン観戦が好き」「好きな選手がいる」ことが
主な観戦理由
●もっとも面白い種目は「バイク」

選手の詳細な情報提供を
　観戦の動機として「美的」「交流」「ツーリズム」「達成」

「技能レベル」「知識」「パフォーマンス」「ドラマ」が挙げら
れ、特に「パフォーマンス」が強い観戦動機となっている。
特に女性の観戦者はこれらに対しての意識が高く、「見る」

スポーツとしてトライアスロンに魅力を感じている。
　観戦理由では「好きな選手がいる」という回答が多いこ
とから、選手の詳細な情報提供が観戦者の増加に効果的と
考えられる。さらに「間近でレースの迫力を体感できる」こ
とに魅力を感じている観戦者も多く、特にバイクの人気が
高かった。これらから間近で観戦できるトライアスロン独
特の応援形態が、観戦者の満足に繋がっているといえる。
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厚生労働省臨床研修病院　東京都災害拠点病院
博慈会記念総合病院
附属　 健康管理センター　 附属　 脊椎センター
附属    老人病研究所 　　　附属　 人工関節センター
東京都足立区鹿浜 5-11-1
 Tel　03-3899-1311　　Fax　03-3855-2851
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完全型療養病床・回復期リハビリテーション病棟 看護師養成校 
長寿リハビリセンター病院 博慈会高等看護学院
東京都足立区鹿浜 5-13-7  東京都足立区鹿浜 2-1-15
腎臓内科・人工透析   医療法人社団　健康増進会
博慈会腎クリニック  博慈会田園クリニック
東京都足立区鹿浜 5-5-18  東京都足立区舎人 2-19-18
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